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公共職業訓練用教材設計の検討公共職業訓練用教材設計の検討
～～OJTOJTををeeラーニングで表現する～ラーニングで表現する～

職業能力総合大学校職業能力総合大学校
通信システム工学科通信システム工学科 藤田紀勝藤田紀勝

公共職業訓練の課題公共職業訓練の課題

再訓練プログラムという考え方が失敗した理由として、・・・プログラミング

言語のシンタックス（文法）がすべてであるという見当違いの考え方により、

・・・本当のソフトウェア開発とはなにかという知恵がなければ、過去に発生

してきた古典的な問題を繰り返すことになるわけです。

～ソフトウェア職人気質より Pete.McBreen著

一線の技術者と指導員とが協力すれば、
本質を教える訓練が実現できるはず！

うわべだけのうわべだけのHowHow totoが訓練対象に！が訓練対象に！
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課題を克服するための訓練環境課題を克服するための訓練環境

一線の技術者と指導員とが協力し作成した真に高度な技術を

教える本物の教材を開発

コンピュータが学生一人ひとりの既有能力、進捗状況、成績を

リアルタイムに指導員に伝える。（同じ教室内で同じ教材を受講）

指導員は、それらの情報をもとに学習に困難を感じている学生

の横に行き、きめの細かい個別指導をする。

指導員指導員とコンピュータが補完しあう訓練とコンピュータが補完しあう訓練環境環境のの確立確立

指導員とコンピュータが補完しあう訓練環境指導員とコンピュータが補完しあう訓練環境

個別学習環境個別学習環境

質問や課題確認質問や課題確認

個別指導個別指導

講師講師

講師講師と生徒の１対１と生徒の１対１ （マン・ツー・マン）の会話が存在する（マン・ツー・マン）の会話が存在する

eeラーニングラーニング
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eeラーニング学習風景ラーニング学習風景

実践報告実践報告

WebWebデザイナー養成のためのデザイナー養成のための

イラスト作成訓練学習システムイラスト作成訓練学習システム
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プロが作成したプロが作成した1010個のイラスト個のイラスト

操作の分析結果操作の分析結果（基本操作・応用操作の抽出）（基本操作・応用操作の抽出）
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操作の分析結果操作の分析結果（状況操作の抽出）（状況操作の抽出）

状況操作の抽出方法状況操作の抽出方法

WebWebデザイナーへのヒアリング内容：計画書とコンセプトシートデザイナーへのヒアリング内容：計画書とコンセプトシート
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表１表１ イラスト作成訓練内容イラスト作成訓練内容

イラスト作成訓練教材イラスト作成訓練教材

第一段階第一段階 －仕事と要素操作の結びつけ－－仕事と要素操作の結びつけ－

イラスト作成がどのような仕事であるかのイメージを与える。

第二段階第二段階 －操作要素の習得と統合－－操作要素の習得と統合－

イラスト作成に必要となる操作要素の習得を行う。

第三段階第三段階 －操作要素を実際の仕事に適用－操作要素を実際の仕事に適用

実際の仕事通りにイラストを作成する。

職業訓練展開モデルを利用
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駆動部品の実習課題例駆動部品の実習課題例

作業領域

操作説明領域

最終実技試験実施例最終実技試験実施例
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最終実技試験評価内容詳細最終実技試験評価内容詳細

イラスト作成訓練学習システムの評価イラスト作成訓練学習システムの評価内容内容

Q1．教材画面の見た目はどう思いましたか？

Q2．教材画面の操作性はどう思いましたか？

Q3．教材から学習者への問いかけは良いと思いましたか？

Q4．学習内容は，「仕事に活かせそうだ」と感じましたか？

Q5．学習の流れは適切でしたか？

Q6．説明部分と実習部分のバランスは適切でしたか？

Q7．今回の訓練は，通常の訓練と比べて学習効率は

高いと思いましたか？
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イラスト作成訓練学習システムの評価イラスト作成訓練学習システムの評価結果結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q1

Q3

Q5

Q7

非常に良い まあ良い あまり良くない 良くない

Q6

Q4

Q2

教材設計評価教材設計評価学習の流れはどうか？学習の流れはどうか？

仕事に活かせそうか？仕事に活かせそうか？

２つの設計手法２つの設計手法

トップダウンアプローチ（＝理想を求めた設計）トップダウンアプローチ（＝理想を求めた設計）
現行業務をゼロベースで分析してからデータ項目を洗出す

（既存の業務にとらわれない新しいシステムを開発したい）

ボトムアップアプローチ（＝現実業務に即した設計）ボトムアップアプローチ（＝現実業務に即した設計）
現行業務の入出力伝票などからデータ項目を洗出す
（現実業務に即したシステムを短期間で開発したい）

（リレーショナルデータベースの設計の場合）（リレーショナルデータベースの設計の場合）

データ項目を学習項目と考えるデータ項目を学習項目と考える
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（まとめ）公共職業訓練教材設計（まとめ）公共職業訓練教材設計

①第一段階①第一段階

最終成果物の決定最終成果物の決定

（現場での受注ニーズが高いものを選定）（現場での受注ニーズが高いものを選定）

②第二段階②第二段階

二段階の二段階の要素の抽出（基本操作、応用操作、状況操作）要素の抽出（基本操作、応用操作、状況操作）

計画書とコンセプトシートなどの依頼書類から各操作要素の計画書とコンセプトシートなどの依頼書類から各操作要素の

状況操作のヒアリングを行う。状況操作のヒアリングを行う。

③第三段階③第三段階

職業展開モデルによる教授内容の並べ替え職業展開モデルによる教授内容の並べ替え

現実の成果物と計画書と依頼書類から現実の成果物と計画書と依頼書類から
ボトムアップ的に教材を開発するボトムアップ的に教材を開発する
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